
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 生活数学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 SPI問題集 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・公式や定理を覚えるのではなく、実用的な数学の知識を深めましょう。 

・与えられた課題についてグループ学習を行います。 

・自身の考察内容を文章でまとめる時間や、発表の時間もあります 

 

 

２ 学習の到達目標 

・日常生活で数学を使って、問題を解決する姿勢を身につける。 

・情報を整理し、論理的に組み立てることができる。 

・物事を追求する姿勢を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活をとりまく

数学の存在に気づき、

興味を持ち、その意識

を深めようとする。 

提示された 1 つの数

学的な問いに対し、深

く考察ができている。

また、その考察内容を

言語化できる。 

学んだ知識を活用

し、役立てようとす

る、分析ができるよ

うになる。 

学習した知識を正し

く活用できている。

各計算方法を正しく

活用できている。 

評
価
方
法 

授業態度 

発言回数 

グループワークの取

り組み 

演習プリント 

ノート 

授業内演習 

演習プリント 

 

定期考査・授業内テ

スト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 四
則
演
算 

小数計算 

分数計算 

比の利用 

 

  〇 〇 a:小数や分数の必要性、存在価

値に興味を持つ。 

b:様々な角度から各数値の関

係性を言語化できるようにな

る。 

c:各数値の大きさを理解し、正

しく活用できている 

d:正しく計算ができるように

なる。 

課題テスト 

提出物 

観察等 

 

文
章
題 

速さ・時間・距離 

時間計算 

〇 〇 〇  a:時間間隔の重要性に関心を

もち、活用しようとする。 

b: 様々な角度から、状況を考

察し言語化できるようになる。 

c:定められた状況から正しい

時間・速度・距離を把握できる

ように案なる 

d:正しく計算ができるように

なる。 

課題テスト 

提出物 

観察等 

２ 文
章
題 

倍数と約数 

損益算 

〇 〇   a:倍数の判定方法に興味を持

ち、日常生活に生かそうとする 

b: 様々な角度から、状況を考

察し言語化できるようになる。 

c:数値を見て、どの数なら割り

切れるかを直接的な割り算を

用いず判断できるようになる 

d:仕入れ値・売上・利益の計算

ができるようになる 

課題テスト 

提出物 

観察等 

 

図
形 

平面図形と面積 

立体図形と体積 

 

  〇 〇 a:図形の性質に興味を持ち、活

用しようとする。 

b:多様な図形のパラメーター

の判断方法を考察できるよう

になる。 

c:みのまわりのものの面積や

体積を概算できるようになる。 

d:面積や体積、またその単位を

正しく算出できるようになる 

課題テスト 

提出物 

観察等 



 

※令和３年度以前入学生用 

３ 確
率 

樹形図 

順列 

組み合わせ 

〇 〇 〇  a:様々な状況において起こり

うるパターンの数や法則性に

興味を持つ。 

b:パターンの総数の求め方を

様々な角度から求められるよ

うになる。 

c:身の回りで起こりうる状況

の組み合わせ総数を求めよう

とする。 

d:組み合わせ。順列の計算が正

しくできるようになる。 

課題テスト 

提出物 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


